
 

「スピードキング」～速さ～(11時間扱い) 
授業者 神野藤 均 

≪単元について≫ 

目標：速さについて理解するとともに，求めることができるようにし，生活や学習に活用する能力を伸ばす。 

 本単元では，「異種の二つの量の割合である速さ」への理解を深め，生活に活用できるようにすることを目標とし

ている。速さは，内包量の中でも，異なる単位同士の乗除によって表現される複雑な概念である。「異種の二つの量」

としては，「時間」と「距離」が代表的である。加えて「時間」と「作業量」といった量についても速さで表現でき

ることを扱うことで，「異種の二つの量」の意味を理解できるようにすべきである。 

また，子供の生活経験では，速さはある目的地に速く到達することであり，時間当たりの速さは感覚的に捉えづ

らい概念である。したがって，速さへの子供の興味関心を高め，生活や感覚と結び付けていく単元構成や支援が必

要となる。 

 

≪単元の評価規準≫ 
 

評価１  速さを単位量当たりの大きさの考えを用いて数値化したり，実際の場面と結びつけて生活や学習に用いたりし

ようとする。                               ［算数への関心・意欲・態度］ 

評価２  速さの表し方や比べ方について，単位量当たりの大きさの考えを基に数直線や式を用いて考え，表現すること

ができる。                                     ［数学的な考え方］ 

評価３  速さに関わる数量の関係において，速さや道のり，時間を求めることができる。   ［数量についての技能］ 

評価４  速さは単位量当たりの大きさを用いると表すことができることを理解する。   ［数量についての知識・理解］ 

 

≪本単元におけるアクティブ・ラーニングで育んでいく資質・能力≫ 

 

自主的・主体的な課題解決  協同的な課題解決 

・ 考えを表現する 

・ 自分の学習を振り返り，次の学習に生かす 

  ・ 協同する 

 ・ 協同することの価値に気付く 

本単元における活動の姿  本単元における活動の姿 

図や言葉，式によって自分の考えを表現したり，

根拠を示そうとしたりしている。また，自らが選

んだ方法で類題に取り組み，解決している。さら

に，他の方法を試して，自分にとって最適な解決

方法を追究している。 

 他のグループの考えを理解しようと質問をしたり

メモをとったりしている。そして，他のグループと

の学び合いで得た自らの気付きを発表している。ま

た，交流を通して見付けた新たな解決方法にチャレ

ンジしようとしている。 

 

 

≪研究との関わり≫ 

 自主的・主体的な課題解決や協同的な課題解決を進めることができるよう，課題設定の在り方や振り返りの在り

方の支援を示すと，以下のようになる。 

 自主的・主体的な課題解決のために 協同的な課題解決のために 

課
題
設
定
の
在
り
方 

単元を貫く課題 

 見えない内包量である「速さ」を可視化する方法に

ついて主体的に追究することによって，子供にとって

遠い存在である「速さ」を身近なものとさせたい。そ

のために，「どちらが速い？」「なぜ，速いのか」を明

示しなければならないような課題「チームでスピード

キングを判定！」を設定する。単元を貫いて速さの可

視化と根拠の明示に取り組んでいく構成とする。 

協同性が必要となる課題とグループ追究 

本単元では，展開期に協同的な学習が生ずる課題

「チームでスピードキングを判定！」を設定する。 

この課題によって，子供は必要に応じて仲間と相

談しながら学習を進め，グループごとに立式過程や

演算過程をミニホワイトボード（以下，ミニボード）

に表現する。一人でじっくりと考えたい子供は，考

えがまとまった後に交流を開始するであろう。グル

ープと個のどちらを求めるか，協同性の度合いを子

供が主体的に判断して学習を進めると考える。 

第１次公開 ６年 算数 



振
り
返
り
の
在
り
方 

個人の判断を複数回問う場の設定 

 人は選択と意思表明を求められると，能動・受動に

関わらず個人の価値観に基づき判断する。また，集団

の一員であっても，判断の主体は個人である。ゆえに，

子供が選択する機会を短いスパンで設けることで，子

供は学習の主体であり続ける。そこで，一単位時間の

開始，展開，まとめ期に，解決方略の選択を迫るよう

にした。 

 子供は方略を選択するたびに，それまでの学習を振

り返り，主体的に判断して現時点の自分の最適解を選

択する。そして，まとめ期の選択は，一単位時間の学

びを実感する大切な場となる。自分で状況を判断して

最も効果的な行動を選ぶ主体性を醸成していきたい。 

「今日のゴール」による価値観の形成 

まとめ期において適用問題（「今日のゴール」）を

複数の方略で解決することで，それぞれの方略の有

効性，限界性が分かり，他の方略の価値に気付く。 

そして，最終的に自分にとっての最適な方略を判

断して選択することとなる。判断の基準となる価値

観の形成には，協同によって多様な考えに触れるこ

とが必要となる。子供はノートへの記述や発言によ

って，協同の価値への気付きを表現するであろう。 

 

≪単元のグランドデザイン≫ 

単元 

1h 

開始期 展開期 まとめ期 

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 

目
的 

 速さの学習への興味関心

を高め，単元を貫く算数的

活動「チームでスピードキ

ングを判定！」を子供と共

に設定する。 

 

 

 スピードキングを決定する方法を

模索する中で，速さ，距離，時間の３

つのパラメータの関係や時速，分速，

秒速について理解する。 

 開始期，展開期で培った力を活用し

て問題解決したり，速さの概念の拡張

を図ったりする。 

内
容 

速さ比べ 速さの

実測 

速さの

公式 

時速，

分速，

秒速 

道のり

の公式 

時間の

公式 

速さに

おける

分数 

道のり

と時間

の比例 

作業量 活用 

開
始
期 

 

 

 

 

 

 

  

展
開
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ま
と
め
期 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

単元冒頭の課題 

単元の中心となる概念の形成 

適用問題により思考を明確化 

学びの実感 

更なる加速 

ミニボードによる考えの可視化（協同的） 

考えをミニボードに表現することにより，他者へ伝える必要性が生じ，思考がより整理され

る。考えの可視化によって，それぞれの比較が容易になり，共通点・相違点に気付きやすくな

る。また，黒板上でミニボードを操作することで，視覚的に考えを弁別することができる。 

個人の判断を複数回問う場の設定（主体的） 

子供は，自分にとって最適（正しく，簡単，便利）な解決方法の選択を何度もする。

複数回の選択の繰り返しによって，判断する価値観が養われる。自分の学習を俯瞰的

に見る（メタ認知する）力と効果的な行動を選択する主体性が醸成される。 

グループ追究（協同的） 

グループごとに自分たちの考えを表現する。問題の難度に応じて，主体的に

判断して最初からグループで学習を進めたり，個人で学習を進めたりする。 

単元を貫く課題（主体・協同的） 

チームでスピードキングを判定！ 

最終ゴールへ向けて（主体的） 

今までに培った力を活用して問

題を解決していくよう，最終ゴール

のイメージをもたせる。 

日常との関連 

 子供の生活経

験と速さの学習

を関連づける。 

次につながるまとめ 

  単元を貫い

て取り組んで

いく課題を明

確化すること

で，学習の見通

しをもたせる。 

「今日のゴール」による価値観の形成（協同的） 

一単位時間の最後に適用問題に取り組み，最終的に最適な解決方法を確定させる。

判断の基準となる価値観の形成には，協同によって多様な考えに触れることが必要と

なる。協同することへの価値を子供が実感する時間となる。 



≪単元計画≫  

 学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆）と評価（◇） 

開
始
期
（
３
） 

○ 日常場面の速さを視覚的に感じる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

☆ 子供の生活経験と速さの学習が結びつくよ

う，ＩＣＴを活用する。 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

 

◇ 時間と道のりの２つの量が関係している場合

について，単位量あたりの考えをもとに速さを

数値化する仕方を考えている。     評2 

 

 

☆ 単元を貫いて速さの可視化と根拠の明示に

取り組んでいくことができるよう，単元を貫く

課題を設定する。【単元を貫く課題】 

○ 100ｍを歩いた時間や１ⅿあたりの時間や１秒あ

たりの距離を実測する。 

 

 

 

 

 

☆ 速い，遅いを感覚的に実感できるよう，目標

タイムや距離を設定する。 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

 

◇ 学習内容を適切に活用して，活動に取り組も

うとしている。            評1 

展
開
期
（
４
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

○ 時速，分速，秒速について知る。 

☆ 時速へと子供の思考がスムーズに向かうこと

ができるよう，１時間あたりに進む道のりを考

えた方がコストの低くなる問題にする。 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

 

 

◇ 速さの求め方を，数直線や式，言葉などを用

いて考えている。                      評2 

☆ 時速，分速，秒速について導入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

☆ 子供の思考整理を促進するよう，黒板上で，

ミニボードを操作して，似ているものや同じ物

をカテゴリー化する。 

 

 

 

◇ 時速，分速，秒速の単位の関係を理解してい

る。                                  評4 

☆ 協同的な学習の成果として時速，分速，秒速

の関係性を理解できるよう，適用問題を設定す

る。【今日のゴール】 

かかった時間で比

べてみよう。 

走った距離で比

べてみよう。 

スピードキングは？ 

ぴったりキングは誰だ？ 

時間か１ｍあたりに揃えてみよう。 

間違いなく「速い」を判定する方法を明らか

にして，スピードキングを決めていこう！ 

目標より速すぎる

からもう少しゆっ

くり歩こう。 

３秒遅かったか

ら，少しゆっくり

にしよう。 

新幹線のはやて号は３時間に６３０㎞走り，のぞ

み号は２時間に４８０㎞走ります。スピードキン

グはどちらでしょう。 

１時間あたりに進

む道のりに揃える

と考えやすいな。 

１ｋｍあたりの時

間にするとかなり

大変だ。 

分速に揃えるとよ

さそうだ。 

秒速に揃えるのも

よさそうだ。 

４分間で 720ｍ進むロープウェイと，50 秒間で

350ｍの高さまで上がるエレベーターがあります。

スピードキングは？ 

秒速・分速がよさそうだ。 

本時 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

 

☆ 子供の思考整理を促進するよう，黒板上で，

ミニボードを操作して，似ているものや同じ物

をカテゴリー化する。 

 

 

◇ 速さを求める公式を用いて，速さと時間から

道のりを求める公式を導き，道のりを求めるこ

とができる。                           評3 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

☆ 子供の思考整理を促進するよう，黒板上で，

ミニボードを操作して，似ているものや同じ物

をカテゴリー化する。 

◇ 道のりを求める公式を用いて，速さと道のり

から時間を求めることができる。        評3 

ま
と
め
期
（
４
） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

 

☆ 子供の思考整理を促進するよう，黒板上で，

ミニボードを操作して，似ているものや同じ物

をカテゴリー化する。 

 

◇ 時間を分数で表して，効率的に問題を解決す

ることができる。                      評3 

 

 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む。 

☆ 見通しをもって学習を進めることができる

ように，必要に応じてグループの仲間と交流し

ながら学習を進めるよう促す。【グループ追究】 

 

◇ 速さが一定ならば，道のりは時間に比例する

ことを理解している。                  評4 

 

 

 

 

 

○ 適用問題に取り組む 

 

◇ 単位量当たりの大きさの考えを用いて，作業

の速さなどの比べ方を考え，説明している。 

評2 

 

 

 

 

◇ 学習内容を適用して問題を解決している。 

評1 

 

 

最速に挑戦！！ 

スピードキングプリンターはどっち？ 

Ｂプリンタは，1分に1.66…枚だから，少し速い 

４２ｋｍを走った兄と，10ｋｍマラソンを走った

弟のどちらがスピードキング？ 

２時間２０分を分

数で表すと計算で

きそうだ。 

時速にすれば分か

りそうだ。 

飛行機の飛んだ時間が変わると，それに伴っ

て，飛んだ道のりはどのように変わりますか。 

時間が増えると道の

りも増えている。 

比例関係がありそ

うだな。 

台風が到着するまでの時間は？ 

１時間に25㎞進む

んだから，25 で割

ればいいな。 

時速×時間で道の

りが分かるな。 

 

３時間でとこまで飛べるでしょう。長距離キン

グは？ツバメ？カモメ？ハト？ 

ツバメは，時速 70 ㎞で飛ぶことができます。

３時間で進むことができる道のりを求めまし

ょう。 

１時間に70㎞進む

んだから，70×3

で210ｋｍだ。 

時速 70㎞ということ

は，１時間に 70㎞進

めるということだ。 



≪本時案≫（ ５／１１） 

 

○ 時速，分速，秒速の関係への理解を深めることができるようにする。 

 

学習活動（○）と子供の姿 教師の支援（☆）と評価（◇） 

○ 単元を貫く課題を確認する。 

 

 

○ 本時の問題と出合う。 

 

 

 

○ 問題について自力追究しグループをつくり，グループ追究をする。 

 

 

○ グループで話し合い，考えをミニボードに表現する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ グループ間交流：交流の仕方を選択し，情報をシェアする。 

 

 

 

 

○ 全体交流：気付きの交流から，よりよい解き方について話し合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 今日のゴールに取り組む。 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 単元を貫く課題を想起し，問題解決

の見通しをもつことができるよう，Ｉ

ＣＴを活用して，問題提示をする。 

【単元を貫く算数的活動】 

 

 

 

☆ 見通しをもって学習を進めることが

できるように，必要に応じてグループ

の仲間と交流しながら学習を進めるよ

う促す。【グループ追究】 

 

 

 

 

 

 

 

☆ 単位を揃えることに気付くように，

分と秒の関係を想起するよう促す。 

☆ 式の表記が違っていても，意味は同

じであったり２つの式を一つにしたり

したものがあることに気付くように，

数字の意味について考えるよう促す。 

 

☆ 子供の思考整理を促進するよう，黒

板上で，ミニボードを操作して，似て

いるものや同じ物をカテゴリー化す

る。 

☆ 子供の学びを確かなものとするため

に，必要に応じてCやDの考えを教師

が提示する。 

☆ 自分にとっての一番よい方法を見付

けられるように，ABCD の方法の中か

ら自分にとっての No.1 を意思表示す

るよう促す。 

【個人の判断を複数問う場の設定】 

 

◇ 時速，分速，秒速の単位の関係を理

解している。                   評4 

☆ 協同的な学習の成果として時速，分

速，秒速の関係性を理解できるよう，

適用問題を設定する。【今日のゴール】 

 

 

４分間で720ｍ進むロープウェイと，50秒間で350ｍの高さ

まで上がるエレベーターがあります。スピードキングは？ 

幾つかのグループ

に分かれているな。 

分速，秒速のどちら

にしても，エレベータ

ーの方が速いな 

1ｍあたりの速さ

に揃える作戦もある

にはあるけど・・・ 

答えは同

じだった。 

A 分速に揃える 

ロープウェイ 

720÷4=180 

 分速180ｍ 

エレベーター 

350÷50×60=420 

 分速420ｍ 

C １ｍあたりの速さ 

ロープウェイ 

4×60÷720=0.333  

1ｍあたり0.33秒 

エレベーター 

50÷350＝0.142  

1ｍあたり0.142秒 

秒速・分速がよさそうだけど… 

3通りのや

り方に分けら

れそうだ。 

どの方法でも速い

方は求められるな。 

Bは答えが小さい数字だ。 

Aは式が短くていい。 
C や D だって

解けるぞ。  

Ｂ 秒速に揃える 

ロープウェイ 

720÷4÷60=3 

 秒速3ｍ 

エレベーター 

350÷50＝7 

 秒速7ｍ 

本時の目標 

チームでスピードキングを判定！ 

D 非単位量 

・ロープウェイ 

1分で480mだから明らかにエレ

ベーターが速い。 

・エレベーターは2分で700mだか

ら，エレベーターが速い。 

今日の判定方法は，秒速・分速に揃える方法がよさそうだ。 

新たな挑戦者が表れました！順位を判定して下さい。 

速い方は決められるぞ！ 

やっぱり分速，秒速

なら正確・簡単・便

利に判定できるぞ。 

Ｄだと上手くできな

いな。ＡやＢを試し

てみようかな。 


